
中国の文化Ⅸ 第６回

漢代

紙の誕生



こ
れ
は
春
秋
時
代
の
思
想
家
で
あ
る
孔

子
の
事
跡
を
描
い
た
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の

一
部
で
あ
る
。
明
代
に
描
か
れ
た
こ
の
絵

巻
に
は
一
つ
大
き
な
誤
り
が
あ
る
。
そ
れ

は
何
か
？

（明）佚名『孔子聖跡図』(杏壇礼楽、山東省曲阜孔府蔵)

？



孔
子
の
時
代
に
は
紙
は
な
く
、
書
写
材

料
に
は
木
簡
、
竹
簡
が
使
わ
れ
て
い
た
。



孔
子
、
晩
く
し
て
易
を
喜
ぶ
。(
中
略)

易

を
読
む
に
、
韋
編
①

三
た
び
絶
え
る
。
曰
く
、

「
我
に
数
年
を
仮
せ
。
若
し
是
ら
ば
、
我

は
易
に
於
い
て
則
ち
彬
彬
た
ら
ん
。
」

（
前
漢
）
司
馬
遷
『
史
記
』
孔
子
世
家

【
解
説
】

①
韋
編
：
木
簡
を
結
ぶ
革
紐
の
こ
と
。
孔
子
は
晩
年
、
易
経

を
好
み
、
そ
の
た
め
に
木
簡
を
結
ぶ
革
紐
が
三
度
も
擦
り

切
れ
た
と
い
う
。
史
記
が
伝
え
る
こ
の
逸
話
は
、
勤
勉
さ

を
表
す
「
韋
編
三
絶
」
と
い
う
故
事
成
語
と
な
っ
た
。



孔
子
は
晩
年
、
易
を
好
ん
だ
。(

中
略)

易

を
読
む
中
に
革
紐
が
三
回
も
切
れ
た
。(

孔

子
は)

言
っ
た
。
「
ど
う
か
私
に
あ
と
数
年

の
寿
命
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
私
は
易
に
精
通
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
」

（
前
漢
）
司
馬
遷
『
史
記
』
孔
子
世
家

【
解
説
】

①
革
紐
：
原
文
は
「
韋
編
」
。
孔
子
は
晩
年
、
易
経
を
好
み
、

木
簡
を
結
ぶ
革
紐
が
三
度
も
擦
り
切
れ
た
と
い
う
。
史
記

が
伝
え
る
こ
の
逸
話
は
、
勤
勉
さ
を
表
す
「
韋
編
三
絶
」

と
い
う
故
事
成
語
と
な
っ
た
。
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紙が誕生する

孔子(前551～前479)



漢
民
族
の
形
成
と
紙
の
誕
生

秦
が
天
下
統
一
か
ら
わ
ず
か
十
四
年
で

滅
ん
だ
後
、
中
国
を
ふ
た
た
び
統
一
し
た

の
は
漢
で
あ
っ
た
。

儒
教
思
想
を
も
と
に
新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
築
い
た
漢

の
名
は
、
や
が
て
中
華
民
族
の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
く
。

漢
代
に
は
、
中
国
の
文
化
史
上
、
画
期

的
な
事
件
が
起
っ
た
。
紙
の
誕
生
で
あ
る
。

紙
と
い
う
安
価
な
書
写
材
料
の
誕
生
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
歴
史
の
闇
に
消
え
て
い
た

多
く
の
文
学
作
品
が
記
録
さ
れ
、
後
世
に

伝
え
ら
れ
た
。
後
漢
末
の
実
話
を
描
い
た

長
編
叙
事
詩
「
焦
仲
卿
の
妻
」
も
そ
う
し

た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。



講義内容

第一節 漢

―民族の代名詞となった帝国の誕生

第二節 紙の誕生

―紙はいつ誕生したのか

第三節 焦仲卿の妻

―後漢末の実話を描いた長編叙事詩



漢

民族の代名詞となった帝国の誕生

第一節



法
家
思
想
に
基
づ
く
富
国
強
兵
策
に

よ
っ
て
東
方
の
六
国
を
滅
ぼ
し
、
天
下
統

一
を
実
現
し
た
秦
。
そ
ん
な
秦
が
な
ぜ
十

四
年
ほ
ど
で
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？

？



信
賞
必
罰

功
の
あ
っ
た
者
に
は
必
ず
褒
賞
を
与
え

罪
を
犯
し
た
者
は
容
赦
な
く
処
罰
せ
よ

商鞅(B.C.390?～B.C.338)



法
家
思
想
に
基
づ
く
厳
罰
主
義

法
家
思
想
に
基
づ
く
富
国
強
兵
策
に

よ
っ
て
天
下
統
一
を
実
現
し
た
秦
は
、
同

じ
法
家
思
想
に
基
づ
く
厳
罰
主
義
に
よ
っ

て
人
々
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
酷
薄
な
政
治
は
、
や
が

て
民
衆
の
反
乱
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



と
こ
ろ
が
、
お
り
か
ら
の
大
雨
で
道
が

ふ
さ
が
り
、
期
日
ま
で
に
間
に
合
い
そ
う

に
な
い
。
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
秦
の
法

で
は
、
み
な
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

（
前
漢
）
司
馬
遷
『
史
記
』
陳
勝
世
家

法
家
思
想
の
限
界―

陳
勝
・
呉
広
の
乱

始
皇
帝
が
死
ん
だ
翌
年
、
九
百
名
の
農

民
が
軍
に
徴
用
さ
れ
、
陳
勝
と
呉
広
が
屯

長
と
し
て
引
率
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



陳
勝
と
呉
広
は
、
こ
う
考
え
た
。

「
い
ま
逃
げ
て
も
死
刑
、
反
乱
を
起
こ
し

て
も
死
刑
だ
。
同
じ
死
刑
に
な
る
な
ら
、

国
を
変
え
る
た
め
に
死
の
う
じ
ゃ
な
い

か
。
」

（
前
漢
）
司
馬
遷
『
史
記
』
陳
勝
世
家

法
家
思
想
の
限
界―

陳
勝
・
呉
広
の
乱



法家思想による

厳罰主義
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民衆の反乱により秦滅亡(BC207)
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漢の武帝、儒教を国教化(BC136)



(魏)何晏撰 論語集解(室町時代刊本、国立国会図書館所蔵)

儒
教
が
唱
え
る
徳
と
礼
に
よ
る
社
会
秩
序

子
曰
く
、
之
を
導
く
に
政
①

を
以
て
し
、

之
を
斉
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
民
は

免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
導
く
に
徳
②

を
以
て

し
、
之
を
斉
う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、

恥
あ
り
て
且
つ
格
し
。

論
語
為
政
第
二

【
注
釈
】

①
政
、
法
律
に
よ
る
規
制

②
徳
、
道
徳
に
よ
る
教
化



(魏)何晏撰 論語集解(室町時代刊本、国立国会図書館所蔵)

儒
教
が
唱
え
る
徳
と
礼
に
よ
る
社
会
秩
序

孔
子
は
言
っ
た
。
「
人
を
法
律
に
よ
っ

て
指
導
し
、
刑
罰
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
た

の
で
は
、
罪
を
免
れ
た
者
は
そ
れ
を
恥
と

は
し
な
い
。
し
か
し
、
人
を
道
徳
で
指
導

し
、
礼
儀
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
れ
ば
、
恥

を
知
り
、
自
ら
を
正
す
で
あ
ろ
う
。
」

論
語
為
政
第
二
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↓

漢語を話し、儒教を信奉する漢民族の形成



戦
犯
裁
判
と
教
化
主
義

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
連
合
国
が
各
地

で
行
っ
た
戦
犯
裁
判
で
は
、
起
訴
さ
れ
た

日
本
人
戦
犯
約
五
六
〇
〇
人
中
、
約
一
〇

〇
〇
人
が
処
刑
さ
れ
た
。

一
方
、
一
九
五
六
年
に
中
国
が
行
っ
た

裁
判
で
は
、
一
〇
六
九
人
中
、
処
刑
さ
れ

た
も
の
は
一
人
も
な
く
、
全
員
が
帰
国
を

許
さ
れ
た
。
日
本
へ
の
留
学
経
験
も
あ
る

首
相
・
周
恩
来
が
「
制
裁
や
復
讐
で
は
憎

し
み
の
連
鎖
は
切
れ
な
い
」
と
、
人
間
性

の
回
復
に
よ
る
更
生
を
指
示
し
た
か
ら
で

あ
る
。

周恩来(1898-1976)



第二節

紙の誕生

紙はいつ誕生したのか？



紙
を
発
明
し
た
の
は
誰
か
？

「
紙
は
西
暦
一
〇
五
年
、
後
漢
の
蔡
倫
が

発
明
し
た
」

世
界
史
の
教
科
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

こ
の
説
は
、
考
古
学
上
の
発
見
と
、
中
国

の
製
紙
技
術
史
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
、

大
き
く
修
正
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
蔡
倫
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ

た
の
か
、
な
ぜ
彼
は
紙
の
発
明
者
と
さ
れ

た
の
か
、
そ
し
て
紙
は
実
際
に
は
い
つ
誕

生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。



蔡
倫(

？
～
一
二
一)

蔡
倫
、
字
は
敬
仲
、
桂
陽
①

の
人
で
あ
る
。

永
平
年
間(

西
暦
五
八
～
七
五
年)

の
末
、
初

め
て
宮
中
に
勤
め
、
建
初
年
間(

西
暦
七
六

～
八
四
年)

に
小
黄
門
と
な
っ
た
。

和
帝
が
即
位
す
る
と
、
中
常
侍
に
昇
進

し
、
皇
帝
の
身
近
に
仕
え
た
。

後
漢
書
巻
七
十
八
蔡
倫
伝

【
注
釈
】

①
桂
陽
：
現
在
の
湖
南
省
郴
州
（
ち
ん
し
ゅ
う
）
市
。

後漢書巻七十八蔡倫伝



湖南省郴州市



蔡
倫(

？
～
一
二
一)

蔡
倫
は
才
能
と
学
問
が
あ
り
、
誠
実
で

慎
重
な
人
物
で
あ
っ
た
。

皇
帝
の
怒
り
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
し
ば
し
ば
そ
の
得
失
を
論
じ
、

皇
帝
を
補
佐
す
る
一
方
、
休
日
に
は
門
を

閉
ざ
し
て
来
客
を
断
ち
、
野
外
に
そ
の
姿

を
見
せ
て
い
た
。

後
漢
書
巻
七
十
八
蔡
倫
伝

後漢書巻七十八蔡倫伝



蔡
倫(

？
～
一
二
一)

後
に(

皇
帝
の
御
物
を
作
る
こ
と
を
主
な

職
掌
と
す
る)

尚
方
令
の
位
を
与
え
ら
れ
、

永
元
九
年
（
西
暦
九
七
年
）
、
秘
剣
や
さ

ま
ざ
ま
な
道
具
の
製
作
を
監
督
し
た
。
ど

れ
も
精
工
か
つ
頑
丈
で
、
後
世
の
手
本
と

な
っ
た
。

後
漢
書
巻
七
十
八
蔡
倫
伝

後漢書巻七十八蔡倫伝



後
漢
の
御
家
騒
動─

宋
貴
人
誣
告
事
件

〔
解
説
〕

幼
い
こ
ろ
宦
官
と
し
て
宮
中
に
入
り
、

皇
帝
の
側
近
と
し
て
誠
実
に
仕
え
て
き
た

蔡
倫
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
後
漢
の
皇

室
内
で
起
こ
っ
た
跡
目
争
い
に
巻
き
込
ま

れ
、
不
幸
な
末
路
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。



後
漢
の
御
家
騒
動─

宋
貴
人
誣
告
事
件

後
漢
の
第
三
代
皇
帝
・
章
帝
の
皇
后
・

竇
后
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

竇
后
は
章
帝
の
側
室
の
梁
氏
が
生
ん
だ
劉

肇(

後
の
和
帝)

を
養
子
に
迎
え
た
。

【
宋
貴
人
誣
告
事
件
関
係
図
】

竇
后
（
皇
后
。
劉
肇
を
養
子
に
迎
え
る
）

梁
氏
（
側
室
。
劉
肇
の
実
母
）

├
─

─

劉
肇
（
④
和
帝
）

③
章
帝

├
─

─

劉
慶
（
皇
太
子
）─

─

⑤
安
帝

宋
貴
人
（
側
室
。
呪
詛
の
罪
で
自
殺
）

後漢書巻七十八蔡倫伝



後
漢
の
御
家
騒
動─

宋
貴
人
誣
告
事
件

竇
后
は
養
子
に
迎
え
た
劉
肇
に
帝
位
を

継
が
せ
よ
う
と
、
皇
太
子
・
劉
慶
の
母
で

あ
る
宋
貴
人
に
冤
罪
を
か
け
、
自
殺
に
追

い
や
っ
た
。
そ
し
て
劉
肇
の
実
母
・
梁
氏

に
も
冤
罪
を
か
け
て
自
殺
さ
せ
た
。

【
宋
貴
人
誣
告
事
件
関
係
図
】

竇
后
（
皇
后
。
劉
肇
を
養
子
に
迎
え
る
）

梁
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（
側
室
。
劉
肇
の
実
母
）

├
─

─

劉
肇
（
④
和
帝
）

③
章
帝

├
─

─

劉
慶
（
皇
太
子
）─

─

⑤
安
帝

宋
貴
人
（
側
室
。
呪
詛
の
罪
で
自
殺
）

後漢書巻七十八蔡倫伝



後
漢
の
御
家
騒
動─

宋
貴
人
誣
告
事
件

蔡
倫
は
、
当
初
、(

章
帝
の
皇
后
で
あ
る)

竇
后
か
ら
密
命
を
受
け
、
安
帝
の
祖
母
で

あ
る
宋
貴
人
を
嘘
の
訴
え
に
よ
っ
て
陥
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

後
漢
書
巻
七
十
八
蔡
倫
伝

【
宋
貴
人
誣
告
事
件
関
係
図
】

竇
后
（
皇
后
。
劉
肇
を
養
子
に
迎
え
る
）

梁
氏
（
側
室
。
劉
肇
の
実
母
）

├
─

─

劉
肇
（
④
和
帝
）

③
章
帝

├
─

─

劉
慶
（
皇
太
子
）─

─

⑤
安
帝

宋
貴
人
（
側
室
。
呪
詛
の
罪
で
自
殺
）

後漢書巻七十八蔡倫伝



後
漢
の
御
家
騒
動─

宋
貴
人
誣
告
事
件

竇
太
后
が
亡
く
な
り
、
安
帝
が
自
ら
政

治
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、(

蔡
倫
に)

裁
判

所
へ
出
廷
す
る
よ
う
命
じ
た
。
蔡
倫
は
辱

め
を
受
け
る
の
を
恥
じ
、
沐
浴
し
て
衣
冠

を
整
え
、
毒
薬
を
飲
ん
で
自
殺
し
た
。

後
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蔡
倫
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蔡
倫
と
紙

む
か
し
か
ら
書
物
に
は
竹
簡
が
多
く
使

わ
れ
、
絹
布
を
使
う
場
合
、
こ
れ
を
紙
と

呼
ん
で
い
た
。
絹
は
値
段
が
高
く
、
竹
簡

は
重
く
、
と
も
に
不
便
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
蔡
倫
は
、
樹
膚
や
麻
、
ぼ
ろ
布
、

魚
網
を
使
っ
て
紙
を
作
る
方
法
を
考
案
し

た
。元

興
元
年(

西
暦
一
〇
五
年)

、
こ
れ
を
皇

帝
に
上
奏
し
た
。
皇
帝
は
、
そ
の
才
能
を

称
え
、
以
後
、
み
な
こ
れ
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
世
の
人
々
は
こ
れ
を

「
蔡
侯
紙
」
と
呼
ん
だ
。

後
漢
書
巻
七
十
八
蔡
倫
伝

後漢書巻七十八蔡倫伝
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世
界
史
の
教
科
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

「
紙
は
西
暦
一
〇
五
年
、
後
漢
の
蔡
倫
が

発
明
し
た
」
と
い
う
説
は
、
あ
る
発
見
に

よ
っ
て
修
正
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
発

見
と
は
何
か
？

？
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1933年、黄文弼ら西北中国考査団が、新疆ロプノールに近い

漢代の烽火台遺跡から紙(ロプノール紙)を発見。同時に出土し

た木簡の年号（前漢宣帝黄龍元年＝BC49）から前漢時代のも

のと推定されたが、日中戦争の中で焼失した。

1942年、考古学者の労榦と石璋如が漢

代の居延遺跡(現内蒙古エジン旗)の烽火

台遺跡から漢字が書かれた漢代の紙(査

科爾帖紙)を発見。周辺で発見された木

簡から下限は後漢の永元10年＝98年、

上限は前漢の昭帝、宣帝の時代(BC89～

BC49)と推定された。

1957年、陝西省西安市の東にある灞橋

レンガ工場で、土木工事中の作業員が古

紙(灞橋紙)を発見。同時に出土した器物

から前漢武帝時代(B.C.141～B.C.87)のも

のと推定された。

1973年、甘粛省居延考古隊が漢代居延

遺跡の肩水金関跡で古紙(金関紙)を発見。

同地点で出土した木簡の年代や地層から、

前漢の宣帝～哀帝の時代(B.C.52～B.C.6)

以前のものと推定された。

1986年、甘粛省文物考古研究所が天水

市放馬灘の漢墓から古紙(放馬灘紙)を発

見。文帝・景帝時代(B.C.180～B.C.141)

のものと推定され、表面には手書きの地

図と見られる図が描かれていた。
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旧
説
で
は
、
後
漢
の
蔡
倫
は
「
紙
を
発

明
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
？

？



潘吉星(1931-)

1954年、大連理工大学卒。中国科学院自然科学
史研究所教授。中国科学技術史研究の第一人者。



潘吉星(1931-)

現
代
中
国
に
お
け
る
蔡
倫
の
評
価

蔡
倫
以
前
に
も
早
く
か
ら
す
で
に
紙
は

存
在
し
た
が
、
彼
の
貢
献
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
以
下
の
点
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

潘
吉
星
『
中
国
古
代
四
大
発
明
』



現
代
中
国
に
お
け
る
蔡
倫
の
評
価

第
一
は
前
漢
や
後
漢
初
期
お
よ
び
同
時

代
の
麻
紙
の
製
造
技
術
を
集
大
成
し
、
組

織
的
に
良
質
の
紙
を
生
産
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
古
い
魚
網
を
原
料
と
す
る
こ

と
で
麻
紙
の
製
造
原
料
を
拡
大
し
、
麻
紙

の
技
術
を
改
良
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
楮
の
樹
皮
に
よ
る
製
紙
を
提
唱

し
、
木
本
靭
皮
繊
維
に
よ
る
製
紙
技
術
を

発
明
し
、
製
紙
に
新
た
な
原
料
の
来
源
を

切
り
開
き
、
樹
皮
を
原
料
と
す
る
新
た
な

紙
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
国
内
の
製
紙
の
普
及
拡
大
を
提

唱
し
、
朝
廷
の
支
持
を
得
て
、
各
地
に
つ

ぎ
つ
ぎ
と
製
紙
工
場
が
建
設
さ
れ
、
製
紙

工
業
の
急
速
な
発
展
を
促
し
た
こ
と
で
あ

る
。

潘
吉
星
『
中
国
古
代
四
大
発
明
』



潘吉星(1931-)

現
代
中
国
に
お
け
る
蔡
倫
の
評
価

こ
の
よ
う
に
蔡
倫
は
前
代
を
受
け
継
ぎ
、

後
世
に
新
し
い
道
を
切
り
開
い
た
製
紙
技

術
の
革
新
家
な
の
で
あ
る
。

潘
吉
星
『
中
国
古
代
四
大
発
明
』



前
漢
時
代
に
紙
が
誕
生
し
て
以
降
、
中

国
で
は
ど
の
よ
う
に
利
用
が
広
が
っ
て

い
っ
た
の
か
？

？
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安
価
な
書
写
材
料
＝
紙
の
民
間
へ
の
普
及

崔
瑗
①

が
葛
元
甫
②

に
與
え
し
書
に
云
う
。

「
今
、
許
子
十
卷
を
遣
送
す
。
貧
す
れ
ば

素
に
及
ば
ず
。
但
だ
紙
を
以
て
す
る
の

み
。
」

崔
瑗
與
葛
元
甫
書(

北
堂
書
鈔
③
卷
一
〇
四
所
引)

【
解
説
】

①
崔
瑗
（
さ
い
え
ん

七
七
～
一
四
二
）
字
は
子
玉
、
安
平

(

現
在
の
河
北
省
安
平
県)

の
人
。
後
漢
の
官
吏
、
文
人
書

家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

②
葛
龔
（
か
っ
き
ょ
う

生
没
年
不
詳
）
字
は
元
甫
、
梁
国
寧

陵
（
現
在
の
河
南
省
寧
陵
）
の
人
。
後
漢
の
官
吏
。

③
北
堂
書
鈔
は
、
完
本
と
し
て
現
存
す
る
中
国
最
古
の
類
書
。

隋
の
虞
世
南
が
秘
書
郎
在
任
中
、
詔
勅
を
は
じ
め
と
す
る

公
文
書
を
作
成
す
る
際
の
参
考
書
と
し
て
群
書
中
か
ら
語

句
を
と
り
出
し
類
別
し
た
も
の
。

北堂書鈔



安
価
な
書
写
材
料
＝
紙
の
民
間
へ
の
普
及

(

後
漢
の)

崔
瑗
①
が
、
葛
龔
②
に
送
っ
た

手
紙
に
い
う
。
「
今
、
許
子
十
卷
を
お
送

り
し
ま
す
。
貧
し
く
て
絹
は
買
え
な
い
の

で
紙
を
使
い
ま
し
た
。
」

崔
瑗
與
葛
元
甫
書(

北
堂
書
鈔
③
卷
一
〇
四
所
引)

【
解
説
】

①
崔
瑗
（
さ
い
え
ん

七
七
～
一
四
二
）
字
は
子
玉
、
安
平

(

現
在
の
河
北
省
安
平
県)

の
人
。
後
漢
の
官
吏
、
文
人
書

家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

②
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（
か
っ
き
ょ
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没
年
不
詳
）
字
は
元
甫
、
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国
寧

陵
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現
在
の
河
南
省
寧
陵
）
の
人
。
後
漢
の
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吏
。

③
北
堂
書
鈔
は
、
完
本
と
し
て
現
存
す
る
中
国
最
古
の
類
書
。

隋
の
虞
世
南
が
秘
書
郎
在
任
中
、
詔
勅
を
は
じ
め
と
す
る

公
文
書
作
成
の
参
考
書
と
し
て
群
書
中
か
ら
語
句
を
と
り

出
し
類
別
し
た
も
の
。

北堂書鈔
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東晋の桓玄、禁簡令を出す(403)



禁
簡
令
＝
公
文
書
を
竹
簡
か
ら
紙
へ

古
に
は
紙
無
し
。
故
に
簡
を
用
う
。
敬

う
を
主(

し
め)

す
に
非
ざ
る
也
。
今
、
諸
の

簡
を
用
い
る
者
は
、
皆
黄
紙
を
以
て
之
に

代
え
よ
。

桓
玄
①

偽
事(

太
平
御
覧
②

卷
六
百
五)

【
解
説
】

①
桓
玄(

か
ん
げ
ん
、
三
六
九
～
四
〇
四)

：
東
晋
安
帝
の
元

興
二
年(

四
〇
三

年)

、
帝
位
を
簒
奪
し
て
国
号
を
楚
と
改

め
た
が
、
翌
年
、
劉
裕
ら
の
軍
に
敗
れ
、
殺
さ
れ
た
。

②
太
平
御
覧
：
北
宋
時
代
、
李
昉
ら
が
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し

た
類
書(

百
科
事
典)

。
九
七
七
年
に
編
纂
を
開
始
し
、
九

八
三
年
に
完
成
。
一
〇
〇
〇
巻
。

(宋)太平御覧一〇〇〇巻



(宋)太平御覧一〇〇〇巻

禁
簡
令
＝
公
文
書
を
竹
簡
か
ら
紙
へ

む
か
し
は
紙
が
な
か
っ
た
た
め
、
竹
簡

を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
敬
意
を
示
す

た
め
で
は
な
い
。
現
在
、
竹
簡
を
使
っ
て

い
る
も
の
は
、
す
べ
て
黄
紙
に
代
え
よ
。

桓
玄
①

偽
事(

太
平
御
覧
②

卷
六
百
五)

【
解
説
】

①
桓
玄(

か
ん
げ
ん
、
三
六
九
～
四
〇
四)

：
東
晋
安
帝
の
元

興
二
年(

四
〇
三

年)

、
帝
位
を
簒
奪
し
て
国
号
を
楚
と
改

め
た
が
、
翌
年
、
劉
裕
ら
の
軍
に
敗
れ
、
殺
さ
れ
た
。

②
太
平
御
覧
：
北
宋
時
代
、
李
昉
ら
が
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し

た
類
書(

百
科
事
典)

。
九
七
七
年
に
編
纂
を
開
始
し
、
九

八
三
年
に
完
成
。
一
〇
〇
〇
巻
。



宣紙の伝統的製法（安徽省涇県）



製
紙
技
術
は
日
本
に
い
つ
ご
ろ
伝
わ
っ

た
の
か
？

？



製紙技術の伝播

610年、高麗僧・曇徴が日

本に製紙技術を伝える
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東晋の桓玄、禁簡令を出す(403)

高麗僧曇徴が日本に製紙術を伝える(610)



製
紙
技
術
の
日
本
へ
の
伝
播

十
八
年
①

春
三
月
、
高
麗
王
が
僧
の
曇
徴
・

法
定
を
献
上
し
た
。
曇
徴
は
五
経
を
知
り
、

ま
た
顔
料
や
紙
・
墨
、
さ
ら
に
碾
磑
②

を

造
っ
た
。

日
本
書
紀
巻
二
十
二

【
注
釈
】

①(

推
古
天
皇
の)

十
八
年
：
西
暦
六
一
〇
年

②
碾
磑(

て
ん
が
い)

：
中
国
古
代
の
自
動
脱
穀
製
粉
装
置
。

脱
穀
用
の
つ
き
臼
と
製
粉
用
の
す
り
臼
の
総
称
で
、
動
力

に
は
水
車
が
使
わ
れ
た
。

古活字本日本書紀(國學院大学図書館蔵)



製
紙
技
術
は
中
東
や
西
洋
に
は
い
つ
ご

ろ
伝
わ
っ
た
の
か
？？



製紙技術の伝播
10世紀、カイロに製紙

工場を建設

793年、バグダッドに

製紙工場を建設

751年、タラスの戦い



製
紙
技
術
が
伝
わ
る
以
前
、
中
東
で
は

ど
の
よ
う
な
書
写
材
料
が
使
わ
れ
て
い
た

の
か
？

？



パ
ピ
ル
ス

古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科
の
植
物
の
茎
の
髄
を
使
い
、
パ
ピ
ル
ス

(P
a
p
y
ru
s

、p
a
p
e
r

の
語
源)

と
呼
ば
れ
る

書
写
材
料
が
作
ら
れ
て
い
た
。

カヤツリグサ科の植物の茎とパピルス



How To Make Papyrus Paper (mycompasstv 2013)



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
い
つ
ご
ろ
製
紙
技
術

が
伝
わ
っ
た
の
か
？？



製紙技術の伝播

1151年、ムーア人がスペインに

製紙工場を建設

10世紀、カイロに製紙

工場を建設

793年、バグダッドに

製紙工場を建設

751年、タラスの戦い



製
紙
技
術
が
伝
わ
る
以
前
、
西
洋
で
は

ど
の
よ
う
な
書
写
材
料
が
使
わ
れ
て
い
た

の
か
？

？



カヤツリグサ科の植物の茎とパピルス

羊
皮
紙

中
東
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
動
物
の
皮

か
ら
作
ら
れ
た
羊
皮
紙(P

a
r
c
h
m
e
n
t
)

が

広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

羊皮紙に書かれたシナイ写本(4世紀？)



BBC： How Parchment is made



製紙技術の伝播

1151年、ムーア人がスペインに

製紙工場を建設

10世紀、カイロに製紙

工場を建設

610年、高麗僧・曇徴が日

本に製紙技術を伝える

793年、バグダッドに

製紙工場を建設

751年、タラスの戦い



明
代
に
描
か
れ
た
『
孔
子
聖
蹟
図
』
に

は
、
紙
の
書
籍
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
画

家
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
犯
し
た
の

か
？

（明）佚名『孔子聖跡図』(杏壇礼楽、山東省曲阜孔府蔵)

？
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明の宋応星、天工開物を著わす(1637)



(
明)

宋
応
星
『
天
工
開
物
』

〔
解
説
〕

明
末
の
崇
禎
十(

一
六
三
七)

年
に
江
西
省

奉
新
県
の
学
者
・
宋
応
星
が
出
版
し
た
中

国
の
産
業
技
術
書
。
全
三
巻
。
当
時
の
主

要
な
産
業
を
網
羅
し
、
そ
の
過
程
を
挿
絵

入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。

中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
に
貝
原
益
軒

が
大
和
本
草(

一
七
〇
八
年
序)
に
引
用
し
、

一
七
七
一
年
に
は
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
。



忘
れ
ら
れ
た
竹
簡
・
木
簡

「
簡
」
は
す
で
に
紙
に
な
っ
た
も
の
を
い

う
。
「
簡
」
は
竹
を
煮
て
作
る
が
、
の
ち

の
人
は
竹
片
を
削
っ
て
記
録
し
た
も
の
と

考
え
、
ま
た
「
韋
編
」
を
竹
札
を
つ
な
ぐ

皮
ひ
も
と
誤
解
し
た
の
で
あ
る
。

(

明)

宋
応
星
『
天
工
開
物
』
巻
十
三
殺
青
・
紙
料

【
解
説
】

製
紙
技
術
が
高
度
に
発
展
し
た
明
代
に
生
ま
れ
た
宋
応

星
は
、
古
代
に
お
い
て
竹
簡
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
否

定
し
、
こ
れ
を
竹
紙
の
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

『天工開物』巻十三殺青・紙料



忘
れ
ら
れ
た
竹
簡
・
木
簡

秦
が
焚
書
を
行
う
前
に
は
、
書
籍
の
数

は
厖
大
で
あ
っ
た
。
竹
片
で
は
ど
れ
だ
け

所
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

西
域
で
は
貝
樹
の
葉
で
紙
を
作
る
が
、

中
国
で
は
貝
樹
の
葉
に
経
典
を
書
く
と
誤

解
し
て
い
る
。
葉
は
竹
片
と
同
じ
く
、
根

を
離
れ
れ
ば
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
可
笑
し
い
こ
と

だ
。

(

明)

宋
応
星
『
天
工
開
物
』
巻
十
三
殺
青
・
紙
料

『天工開物』巻十三殺青・紙料



貝多羅樹（オウギヤシ）の葉(貝多羅 pattraはサンスクリット語で葉の意)



貝多羅樹（オウギヤシ）の葉で作られた貝多羅葉経典
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明の宋応星、天工開物を著わす(1637)

高麗僧曇徴が日本に製紙術を伝える(610)

ムーア人がスペインに製紙工場を建設(1151)



第三節

焦仲卿の妻

後漢末の実話を描いた長編叙事詩



後
漢
末
の
悲
劇
を
謡
っ
た
長
編
叙
事
詩

〔
解
説
〕

紙
と
い
う
安
価
な
書
写
材
料
の
誕
生
に

よ
り
、
中
国
で
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
長
編

の
民
間
文
学
作
品
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

玉
台
新
詠
①

巻
一
に
は
、
後
漢
の
末
に
起

こ
っ
た
実
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
、
千
七

百
字
あ
ま
り
に
及
ぶ
長
編
叙
事
詩
「
古
詩

焦
仲
卿
の
妻
の
為
に
作
る
」(
一
名
「
孔
雀

東
南
飛
」)

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

①
南
北
朝
時
代
の
梁
の
簡
文
帝
（
在
位
五
四
九
～
五
五
一
）

が
太
子
の
こ
ろ
、
徐
陵
に
編
集
さ
せ
た
恋
愛
詩
歌
集



後
漢
末
の
悲
劇
を
謡
っ
た
長
編
叙
事
詩

〔
解
説
〕

前
漢
の
武
帝
の
時
代
、
董
仲
舒
の
献
策

に
よ
り
儒
教
が
国
教
化
さ
れ
る
と
、
人
々

の
生
活
は
家
父
長
制
的
な
儒
教
道
徳
、
い

わ
ゆ
る
礼
教
制
度
に
よ
る
厳
し
い
制
約
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

男
女
の
自
由
な
恋
愛
が
否
定
さ
れ
る
中
、

純
粋
な
愛
情
を
貫
こ
う
と
し
た
一
組
の
若

い
夫
婦
が
い
た
。
焦
仲
卿
と
そ
の
妻
・
劉

蘭
芝
で
あ
る
。
人
々
は
二
人
の
悲
劇
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
一
篇
の
長
編
叙
事
詩
を

作
っ
た
。
「
焦
仲
卿
の
妻
の
為
に
作
る
」

と
い
う
古
詩
で
あ
る
。
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孟子（京都大学附属図書館所蔵）

儒
教
の
封
建
的
婚
姻
観

父
母
の
命
、
媒
妁
の
言
①

を
待
た
ず
、
穴

隙(

あ
な)
を
鑚(

う
が)

ち
て
相
窺(

う
か
が)

い
、
墻(
か
き)

踰(

こ)

え
て
相
従
わ
ば
、
則

ち
父
母
、
国
人
、
皆
之
を
賤(

い
や)

し
ま
ん
。

孟
子
巻
第
六
滕
文
公
篇
下

【
注
釈
】

①
父
母
の
命
、
媒
妁
の
言
：
結
婚
は
父
母
の
命
と

媒
酌
人
の
言
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
い

と
い
う
意
。
孟
子
の
こ
の
言
葉
は
封
建
的
な
婚

姻
観
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
後
世
し
ば
し

ば
引
用
さ
れ
た
。

孟子（京都大学附属図書館所蔵）



孟子（京都大学附属図書館所蔵）

儒
教
の
封
建
的
婚
姻
観

父
母
の
命
や
媒
酌
の
言
①

を
待
た
ず
に
、

男
女
が
こ
っ
そ
り
の
ぞ
き
あ
っ
た
り
、
つ

き
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
父
母
や
世
間
の

人
々
は
み
な
彼
ら
を
軽
蔑
す
る
だ
ろ
う
。

孟
子
巻
第
六
滕
文
公
篇
下

【
注
釈
】

①
父
母
の
命
、
媒
妁
の
言
：
結
婚
は
父
母
の
命
と

媒
酌
人
の
言
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
い

と
い
う
意
。
孟
子
の
こ
の
言
葉
は
封
建
的
な
婚

姻
観
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
後
世
し
ば
し

ば
引
用
さ
れ
た
。

孟子（京都大学附属図書館所蔵）
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儒教の弊害が社会問題化

焦仲卿とその妻の心中事件が起こる

南朝梁の徐陵ら玉台新詠を編纂(6世紀)



恋
愛
詩
歌
を
集
め
た
詩
歌
集
＝
玉
台
新
詠

〔
解
説
〕

玉
台
新
詠
は
、
梁
の
簡
文
帝(

在
位
五
四

九
～
五
五
一)
が
太
子
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
徐

陵
に
編
集
さ
せ
た
詩
歌
集
。
十
巻
。
簡
文

帝
の
兄
・
昭
明
太
子
の
文
選
が
各
ジ
ャ
ン

ル
に
わ
た
っ
て
詩
・
賦
・
文
章
の
標
準
を

示
し
た
の
に
対
し
、
玉
台
新
詠
は
恋
愛
詩

歌
だ
け
を
収
録
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
る
。

こ
の
玉
台
新
詠
の
中
に
千
七
百
字
あ
ま

り
に
及
ぶ
長
編
叙
事
詩
・
焦
仲
卿
の
妻

（
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作
、
一
名
孔
雀
東
南

飛
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

後
漢
末
の
建
安
年
間
（
西
暦
一
九
六
～

二
二
〇
）
、
廬
江
府
（
安
徽
省
廬
江
県
）

の
小
役
人
で
あ
る
焦
仲
卿
に
、
劉
氏
（
名

は
蘭
芝
）
と
い
う
妻
が
い
た
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作

【
解
説
】

こ
の
詩
の
冒
頭
に
は
、
こ
れ
が
後
漢
末
に
起
こ
っ
た
実
際

の
事
件
に
基
づ
く
こ
と
を
記
し
た
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。



安徽省廬江県



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

孔
雀
は
東
南
に
飛
び

五
里
に
一
た
び
徘
徊
す

十
三
に
し
て
能
く
素
を
織
り

十
四
に
し
て
衣
を
裁
つ
を
学
び

十
五
に
し
て
箜
篌
を
弾
き

十
六
に
し
て
詩
書
を
誦
（
そ
ら
ん
）
ず

十
七
に
し
て
君
の
婦
と
為
り

心
中
、
常
に
苦
悲
す

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

一
対
の
孔
雀
が

東
南
へ
飛
ん
で
い
き
ま
す

五
里
飛
ん
で
は

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
す

十
三
で
機
織
を
覚
え

十
四
で
裁
縫
を
習
い

十
五
で
箜
篌
を
弾
き

十
六
で
詩
書
を
学
び
ま
し
た

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

十
七
で
あ
な
た
に
嫁
い
で
か
ら
は

い
つ
も
悲
し
い
こ
と
ば
か
り
。

あ
な
た
は
役
所
務
め
の
身

お
仕
事
が
第
一

で
も
留
守
を
守
る
わ
た
し
は

あ
な
た
に
会
う
こ
と
も

ま
ま
な
り
ま
せ
ん

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

劉
蘭
芝
は
仲
卿
の
母
に
家
を
追
い
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

「
鷄
の
声
と
と
も
に
機
を
織
り
は
じ
め
、

毎
夜
休
む
こ
と
な
く
三
日
で
五
匹
の
布
を

織
り
ま
し
た
。
で
も
、
お
義
母
様
は
遅
い

遅
い
と
小
言
ば
か
り
。

機
を
織
る
の
が
遅
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
が
こ
の
家
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
の
で
す
。
私
の
よ
う
な
役
立
た
ず
は
、

邪
魔
な
だ
け
。
お
父
さ
ま
、
お
母
さ
ま
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
早
く
離
縁
し
て
く
だ

さ
い
と
。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

焦
仲
卿
は
そ
れ
を
聞
く
と
堂
に
上
っ
て

母
親
に
い
い
ま
し
た
。

「
私
は
よ
う
や
く
役
所
勤
め
が
か
な
い
妻

を
娶
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
二
人
で
末
永
く
、
あ
の
世
で
も
よ
き
伴

侶
で
い
た
い
と
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
な

の
に
妻
の
ど
こ
が
お
気
に
め
さ
ず
、
そ
の

よ
う
に
つ
ら
く
当
た
る
の
で
し
ょ
う
。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

母
親
は
い
っ
た
。

「
何
を
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
る
の
。
あ
の
よ

う
な
礼
儀
知
ら
ず
の
わ
が
ま
ま
娘
。
前
か

ら
腹
に
す
え
か
ね
て
い
ま
し
た
。
身
勝
手

は
許
し
ま
せ
ん
。
東
の
家
に
よ
い
娘
さ
ん

が
い
ま
す
。
そ
の
容
貌
は
秦
の
羅
敷
の
よ

う
。
愛
ら
し
さ
は
こ
の
上
な
く
、
母
さ
ん

が
そ
の
娘
を
嫁
に
迎
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

だ
か
ら
早
く
追
い
出
し
な
さ
い
。
未
練
な

ど
持
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

仲
卿
は
ひ
ざ
ま
づ
い
て
い
い
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
お
願
い
で
す
。
も
し
妻
を

追
い
出
す
の
な
ら
、
私
は
二
度
と
結
婚
は

し
ま
せ
ん
。
」

母
親
は
そ
れ
を
聞
く
と
寝
台
を
叩
い
て

怒
り
ま
し
た
。

「
な
ん
と
い
う
親
不
孝
者
、
嫁
の
肩
ば
か

り
も
つ
と
は
。
そ
ん
な
恩
知
ら
ず
の
い
う

こ
と
な
ど
、
聞
く
耳
は
も
ち
ま
せ
ん
。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

嫁
ぎ
先
を
追
い
出
さ
れ
た
蘭
芝
は
、

け
っ
し
て
再
婚
は
し
ま
せ
ん
と
、
仲
卿
に

誓
い
を
立
て
る
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

蘭
芝
は
門
を
出
て
車
に
乗
り
ま
し
た
。

落
ち
る
涙
は
ま
る
で
雨
の
よ
う
。
仲
卿
の

馬
が
前
を
い
き
、
蘭
芝
の
車
が
そ
の
後
に

従
い
ま
す
。
ガ
タ
ゴ
ト
と
音
を
立
て
、
二

人
の
車
馬
は
街
道
口
へ
。

仲
卿
は
馬
を
下
り
て
車
に
入
り
、
う
つ
む

い
て
こ
う
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

「
き
み
と
別
れ
る
も
の
か
。
し
ば
ら
く
里

に
も
ど
っ
て
も
ら
う
だ
け
さ
。
僕
は
い
ま

役
所
に
い
く
が
、
す
ぐ
に
迎
え
に
戻
っ
て

く
る
。
け
っ
し
て
君
を
裏
切
っ
た
り
は
し

な
い
よ
。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

蘭
芝
は
仲
卿
に
い
い
ま
し
た
。

「
優
し
い
言
葉
を
あ
り
が
と
う
。
あ
な
た

が
そ
う
ま
で
い
う
の
な
ら
、
私
も
あ
な
た

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
石
臼
と
な

り
、
わ
た
し
は
蒲
葦
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

蒲
葦
は
生
糸
の
よ
う
に
強
く
、
石
臼
は

け
っ
し
て
離
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
か

ら
。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

（
実
家
に
帰
っ
た
蘭
芝
は
）
家
族
の
者
に

再
婚
を
迫
ら
れ
る
。玉

台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

蘭
芝
が
実
家
に
戻
っ
て
十
日
あ
ま
り
す

る
と
、
県
の
長
官
が
媒
酌
人
を
よ
こ
し
て

い
っ
た
。

「
長
官
の
三
男
様
は
優
し
い
お
方
で
、
世

間
に
二
人
と
な
い
人
物
。
歳
は
十
八
、
九
、

弁
も
た
ち
才
も
あ
り
ま
す
」
。

母
は
娘
に
い
っ
た
。

「
お
受
け
し
て
嫁
ぎ
な
さ
い
」
と
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

蘭
芝
の
兄
は
こ
れ
を
聞
く
と
、
残
念

が
っ
て
胸
を
痛
め
、
も
ど
か
し
く
妹
に
い

う
。

「
将
来
の
こ
と
を
ど
う
し
て
考
え
な
い
の

か
。
前
に
嫁
い
だ
の
は
府
吏
、
今
度
は
県

令
の
若
様
。
そ
の
差
は
天
地
ほ
ど
違
い
。

嫁
げ
ば
お
前
も
富
貴
の
身
。
若
様
に
嫁
が

ず
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の

だ
。
」

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

家
族
の
者
に
再
婚
を
迫
ら
れ
た
蘭
芝
は
、

つ
い
に
水
に
身
を
投
げ
て
死
ん
で
し
ま
う
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

黄
昏
時
も
過
ぎ
、
人
々
が
寝
静
ま
っ
た

こ
ろ
、
蘭
芝
は
自
分
の
命
も
今
日
ま
で
、

こ
の
世
と
お
別
れ
と
、
裳
裾
を
上
げ
、
靴

を
脱
ぎ
、
池
に
身
を
投
げ
ま
し
た
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
仲
卿
も
、
庭
の

木
に
首
を
吊
っ
て
自
ら
命
を
絶
っ
た
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
仲
卿
も
、
も
う

二
度
と
蘭
芝
に
会
え
な
い
の
か
と
、
庭
の

木
の
下
を
さ
ま
よ
い
歩
き
、
東
南
の
枝
に

首
を
つ
り
ま
し
た
。玉

台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

当
時
の
人
々
は
二
人
を
哀
れ
み
、
こ
の

詩
を
作
っ
た
と
い
う
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



三
百
年
間
伝
え
ら
れ
た
長
編
叙
事
詩

両
家
は
二
人
を
華
山
の
麓
に
合
葬
し
ま

し
た
。
周
囲
に
植
え
た
木
々
は
互
い
に
枝

葉
を
絡
ま
せ
あ
い
、
そ
の
間
に
は
一
つ
が

い
の
鳥
、
名
を
鴛
鴦
と
い
い
ま
す
。
天
を

仰
い
で
鳴
き
あ
う
声
は
、
毎
夜
深
夜
に
及

び
、
旅
人
は
足
を
止
め
、
寡
婦
た
ち
は
起

き
て
さ
ま
よ
い
歩
き
ま
す
。

後
の
世
の
人
々
よ
、
ど
う
か
二
人
の
物

語
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

玉
台
新
詠
卷
一
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作



儒教は漢代以降、二千年以上にわたって中国文明の精

神的支えとなったが、その一方で国教化した儒教は、

人々の自由を奪う多くの因習を生み出していった

1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949
中華人民共和国 1949-

漢の武帝、儒教を国教化(136BC)

儒教の弊害が社会問題化

焦仲卿とその妻の心中事件が起こる

南朝梁の徐陵ら玉台新詠を編纂(6世紀)

五四運動や文革による儒教批判



魯迅が小説「祝福」に描いた祥林嫂 魯迅(1881-1936)

http://www.scdzedu.com:82/yjzy/2007-2008shang/snwh/rwxk/zgrw/0020/content0003.htm


ま
と
め

一
．
紙
は
西
暦
一
〇
五
年
に
後
漢
の
蔡
倫
が

発
明
し
た
と
す
る
説
は
、
前
漢
時
代
の

紙
の
発
見
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
。

二
．
安
価
な
書
写
材
料
で
あ
る
紙
の
普
及
は

中
国
文
化
の
裾
野
を
広
げ
、
そ
れ
ま
で

に
な
い
長
編
の
民
間
文
学
作
品
が
後
世

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
．
玉
台
新
詠
巻
一
に
は
、
後
漢
以
来
三
百

年
に
わ
た
っ
て
歌
い
継
が
れ
て
き
た
、

千
七
百
字
あ
ま
り
の
長
編
叙
事
詩
「
焦

仲
卿
の
妻
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

四
．
儒
教
は
漢
代
以
降
、
中
国
文
明
の
精
神

的
支
え
と
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で

人
々
の
自
由
を
奪
う
多
く
の
因
習
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
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